
農大アカデミアセンター

大地から力強くそびえ立つ大樹をイメージしたデザイン。隣

の新１号館、「農大の森」と一体的になるよう計画されました

プロジェクタ本体を見せない映写窓を採用
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株式会社映像システム

最先端農学研究拠点を支える施設

東京農業大学　農大アカデミアセンター

■世界の農学拠点大学として
東京農業大学では平成28年の創立125周年に向

けた教育環境整備事業が進行しています。「自然」

や「生物」をテーマに、国際的研究機関としての

飛躍と、農学を修める学生たちへのより豊かな教

育環境の提供をと、たくさんの関係者の支援と期

待が込められている事業です。その一環で、平成

25年11月、世田谷キャンパスに、地上９階、地

下２階からなる「農大アカデミアセンター」が完

成しました。以前の図書館棟跡地に、図書館、大

学事務局等の機能が集められ、その他、講堂や会

議室等も含めたキャンパス内の中心となる施設で

す。今回導入した設備は、大学の教室系マルチメ

ディア設備というより、主に会議室ソリューショ

ンやホールＡＶ設備として分類されるものです。

大学でこれまで使われてきた機能を踏襲し、さら

に、よりシンプルかつ時代に即したシステムが実

現しました。

■全国各地のキャンパスを結ぶ司令部的役割
センター地下にある、初代学長・横井時敬氏に

ちなんだ「横井講堂」（次ページ写真）は、講演

会などで利用されるホールです。250インチの張

込みスクリーンによる映像提示や、ＨＤ カメラ

による場内の撮影・収録、また、遠隔会議システ

ムも完備しています。

２～９階の大小様々な会議室11 室には、それ
ぞれ用途に合ったタイプの異なるシステムを組み

込んでいます。天井のプロジェクタをリモコンで

操作し、持込みＰＣ等を壁面の入力パネルに接続

して映写するというシンプルなタイプや、タッチ

パネルコントローラでシステム操作を集約し、利

便性を高めたタイプのシステムがあります。特別

会議室では重厚な内装に違和感が生じないよう、

賛助会員だより

特別会議室
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後方に映写室を設け、小さな映写窓からプロジェ

クタの映像を出力しています。

これまでと同様、他のキャンパスにいる人とビ

デオカンファレンスを行うにあたり、講堂や一部

の会議室に改めて導入された遠隔会議装置はハイ

ビジョン映像に対応したモデルを採用しました。

遠く離れた網走のオホーツクキャンパスともスム

ーズな会議進行を可能にします。

大学運営や研究の発展を支える運営組織の側に

もＩＣＴを駆使し充実した業務環境を整えるこ

と。これは、大学におけるＩＣＴが、単に教育設

備としてだけでなく様々な場所で活用され、この

例では組織全体を統合する神経網として重要な役

割を発揮していることがわかります。

■アクティブラーニングの要素をもつ 壁面
映写スタイル
先に完成した新１号館では、演習室等において

プロジェクタの映像を壁一面のホワトボードに映

写し、講義やグループディスカッションで利用す

ることが可能です。ディスカッションにてホワイ

トボードに映写した図表の上に、スマートデバイ

スの普及により減りつつある“書きこむ動作”を

行えるようにすることで、より活発で記憶に残る

授業となり、教育効果が見込まれます。昨今、初

等から高等まで多くの教育現場に取り入れられて

いるこのアクティブラーニングは、このようにＩ

ＣＴ機器の設置とともに、教室空間の工夫によっ

てさらなる広がりを見せます。本センターでもプ

レゼンテーションルームや小会議室にて同じスタ

イルを導入しています。

問い合わせ先
株式会社映像システム

本社　TEL:03-6809-4741

大阪営業所　TEL：06-6397-0400

福岡営業所　TEL：092-476-3177

E-mail: solution@eizo-system.co.jp

http://www.eizo-system.co.jp

賛助会員だより

小会議室

壁は一面ホワイトボード。窓からの眺めも最高で会議にも

いっそう力が入ります

横井講堂

遠隔会議システムでは、世田谷、厚木、オホーツクのキャン

パス、また東京情報大学という、キャンパスや大学の枠を越

えて同時４拠点での接続が行えます。


